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○ 高速道路における暫定２車線については、国土幹線道路部会が平成２９年１２月にとりまとめた「高速道

路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組 基本方針」において、速度や時間信頼性の低下、事

故防止等の観点から、利用者負担により早期に４車線化を推進すべきとされたところである。

○ また、現下の低金利状況を活かし、大都市圏環状道路の整備加速や暫定２車線で開通している高速道

路（一般国道）のうち渋滞している区間の４車線化に取り組むため、平成３０年度財政投融資計画に所要

額が計上されたところである。

○ さらに、平成２９年１２月に、「近畿圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）」を改定し、第二阪

奈有料道路及び第二神明道路について、ネクスコ西日本への移管や料金水準の整理・統一を図ることと

している。

○ これらを踏まえた有料道路事業の更なる活用に際し、大都市圏の環状道路など周辺ネットワークを有効

に活用するために有料道路事業を導入する一般国道において、事業の責任分担及びプロセスを明確化

するため、事業主体及び施行区分について社会資本整備審議会道路分科会事業評価部会で審議いた

だくものである。

○ あわせて、再評価実施要領に基づき、車線数の増加（４車線化）に係る再評価について審議いただくも

のである。
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今回の審議対象の高速道路会社施行事業箇所について

圏央道、東海環状、西九州道、隼人道路は財政投融資を活用

路線名 起終点 延長 内容

国道468号
しゅ と けん ちゅう おう れん らく

首都圏中央連絡自動車道

たい えい まつ お よこ しば

大栄JCT～松尾横芝IC 約18.5km 有料事業費の変更

国道475号
とう かい かん じょう

東海環状自動車道※1

たか とみ おお の ごう ど

高富IC～大野・神戸IC
ほく せい だい あん

北勢IC～大安IC
約25.8km 有料事業費の変更

国道２４号
や ま と きた

大和北道路※2

な ら きた こおりやま しも みち

奈良北IC～郡山下ツ道JCT 約12.4km 有料道路事業の新規導入

国道２号
こ う べ にし

神戸西バイパス

なが い だに いし が たに

永井谷JCT～石ヶ谷JCT 約6.9km 有料道路事業の新規導入

※1 この他に、土岐JCT～美濃加茂IC間において、付加車線設置

路線名 起終点 延長 内容

国道468号
しゅ と けん ちゅう おう れん らく

首都圏中央連絡自動車道

く き しら おか たい えい

久喜白岡JCT～大栄JCT 約92.2km 車線数の増（４車線化）

国道497号
にし きゅう しゅう

西九州自動車道

さ ざ さ せ ぼ だい とう

佐々IC～佐世保大塔IC 約16.8km
車線数の増（４車線化）

有料道路事業の新規導入
（佐々IC～佐世保中央IC）

国道10号
は や と

隼人道路

は や と ひがし か じ き

隼人東IC～加治木JCT・IC 約7.3km 車線数の増（４車線化）

※2 奈良北IC～奈良IC間は、新規事業化

注) IC、JCT名称には仮称を含む

［①有料道路事業の導入・変更関係］

［②４車線化関係（再評価）］
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① 有料道路事業の導入・変更

１）一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道
（大栄ＪＣＴ～松尾横芝ＩＣ）

［変更］・・・・・・・・・・・３－１

２）一般国道４７５号 東海環状自動車道
（高富ＩＣ～大野・神戸ＩＣ、北勢ＩＣ～大安ＩＣ）

［変更］・・・・・・・・・・・４－１

３）一般国道２４号 大和北道路
（奈良北ＩＣ～郡山下ツ道ＪＣＴ）

［新規導入］・・・・・・・５－１

４）一般国道２号 神戸西バイパス
（永井谷ＪＣＴ～石ヶ谷ＪＣＴ）

［新規導入］・・・・・・・６－１
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１８．５km

今回対象区間

（有料事業費の変更）

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄ＪＣＴ～松尾横芝ＩＣ ） ［有料事業費の変更］

注) IC、JCT名称には仮称を含む３－１

鶴ヶ島JCT



一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄～松尾横芝）に係る有料事業費及び施行区分（案）

東関東道

松尾横芝大栄ＪＣＴ

舗装・設備工事

上記以外

18.5ｋｍ

＜施工区分図＞

公共事業

有料道路事業
（東日本高速会社）

○ 首都圏中央連絡自動車道（大栄JCT～松尾横芝IC）については、これまで有料道路事業と公共事業の組み合

わせにより整備を推進してきたところ、今般、財政投融資の活用により、直轄事業において着手済みの工事や

用地取得等を除き、残りの事業は有料道路事業者が実施し、事業を加速する。

約５４０億円

（全体事業費［暫定整備］ 約７６０億円）

未定⇒２０２４年度（Ｈ３６）供用予定 ※

※ 用地取得等が順調な場合

Ｈ２５ 有料道路事業許可 （約１４０億円）

３－２
注) IC、JCT名称には仮称を含む



一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄～松尾横芝）に係る関係自治体等の主な意見

［千葉県の意見］

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏全体の交通の円滑化を図り、東京湾アクアラインと一体となって、首都圏

の各都市と成田空港などの拠点間を環状につなぎ、国際競争力の強化や国土強靱化を図るとともに、地方創生と地域経済

の活性化を実現していく上で、極めて重要な道路です。

圏央道（大栄～松尾横芝）の更なる有料道路事業の活用については、本県としても、圏央道の一日も早い全線開通を要望

してきたところであり、強く希望します。

本県としましても、圏央道（大栄～松尾横芝）につきまして、沿線市町と一体となって、事業者が進める用地取得の支援を、

より強力に取り組んでまいります。

圏央道の全線開通や４車線化に伴う整備効果を県内に波及させるため、来年度の道路ネットワーク事業予算を大幅に増

額し、圏央道へのアクセス道路の整備を強力に推進してまいります。

併せて、圏央道（木更津東～大栄）の早期４車線化及び（仮称）かずさインターチェンジの早期整備についても、特段の御配

慮をお願いします。

［東日本高速道路株式会社］

ご照会のありました圏央道（大栄～松尾横芝）での更なる有料道路事業の活用につきましては、当該道路の整備が、交通

混雑の緩和、円滑な交通流の確保、交通事故の減少等の効果が期待できることから、全国路線網の機能強化を図るため

実施する意向です。

事業の実施にあたりましては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用することにより、効率

的に整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

高速道路会社の意向

３－３



西回り区間 約７７ｋｍ 東回り区間 約７６ｋｍ

【H30開通予定】

高規格幹線道路
（事業中）

開通済

事業中

： IC

： JCT

高規格幹線道路

（開通済）

： SA・PA

： スマートIC

【H31開通予定】

【H31開通予定】

新名神高速道路

高富～大野・神戸
１９．２km

北勢～大安
６．６km

今回対象区間

（有料事業費の変更）

一般国道４７５号 東海環状自動車道（高富ＩＣ～大野・神戸ＩＣ、北勢ＩＣ～大安ＩＣ） ［有料事業費の変更］

※この他に、 土岐JCT～美濃加茂IC間において、
付加車線設置注) IC、JCT名称には仮称を含む ４－１



一般国道４７５号 東海環状自動車道（関～四日市）に係る有料事業額及び施行区分（案）

○ 東海環状自動車道（高富IC～大野・神戸IC、北勢IC～大安IC）については、これまで有料道路事業と公共事業

の組み合わせにより整備を推進してきたところ、今般、財政投融資の活用により、直轄事業において着手済み

の工事や用地取得等を除き、残りの事業は有料道路事業者が実施し、事業を加速する。

舗装・設備工事

上記以外

公共事業

新四日市JCT 東員 大安 北勢 養老 養老ＪＣＴ 大垣西 大野・神戸 岐阜 高富 関広見

県境

糸貫

新名神 名神

H24
供用済

H28
供用済

H30
供用予定

H29
供用済

H31
供用予定

H31
供用予定

＜施工区分図＞

有料道路事業（中日本高速会社） 約１，７２０億円

用地取得等の工事の実施
環境が整っていない区間

未定⇒２０２４年度（Ｈ３６）
供用予定

未定⇒２０２４年度（Ｈ３６）
供用予定

（全体事業費［暫定整備］ 約６，９８０億円）

※ ※

※ 用地取得等が順調な場合

Ｈ２３ 有料道路事業許可 （約５７０億円）

４－２
注) IC、JCT名称には仮称を含む



４－３

一般国道４７５号 東海環状自動車道（高富～大野・神戸、北勢～大安）に係る関係自治体等の主な意見

［三重県の意見］

照会いただいた、東海環状（北勢～大安）での更なる有料道路事業の活用については、異存ありません。

財政投融資を活用して整備加速されることは、周辺地域の生産性の向上に資するものと期待しています。なお、公表されている平成３６

年度供用見込みより一日も早く開通を図るよう、さらに整備を加速して頂きますようお願いいたします。

また、開通の見通しの立っていない養老インターチェンジから北勢インターチェンジ間については、中京圏の高速道路料金の見直しにあ

わせ、整備財源および開通の見通しを立てて頂きますよう重ねてお願いいたします。

東海環状自動車道は新東名・新名神などの高速道路と広域的なネットワークを形成し、沿線企業の生産性向上や観光交流の拡大をはじ

め、地域の活性化に大きく寄与する重要な高規格幹線道路です。経済界、地方行政がともに切望する東海環状自動車道の早期全線開通

をよろしくお願いいたします。

［岐阜県の意見］

照会いただいた、内容については、異存ありません。

三大都市圏環状道路の一つである東海環状自動車道は、既存の高速道路や、整備中である新名神高速道路、また、国際拠点港湾として

日本のモノづくり産業を支える名古屋港、四日市港と一体となって、沿線地域のポテンシャルを飛躍的に高めるために必要な高規格幹線

道路です。

また、首都圏と近畿圏、日本海側圏域と太平洋側圏域を結ぶ「ロータリー」として機能することから、物流の最適化による三大都市圏の国

際競争力の強化や、発生が危惧されている南海トラフ巨大地震等大規模災害時の多様で効果的なリダンダンシーの確保につながるなど、

絶大な効果が見込まれています。

このため、本自動車道の整備加速に向け、早急に有料道路事業費の増額を決定し、可能な限り早期に前倒しで開通させていただくよう

お願いいたします。当県においても、本自動車道の整備加速にあわせ、インターチェンジにつながるアクセス道路等の整備を着実に進めて

まいります。

また、開通見通しが示されていない、養老インターチェンジ～北勢インターチェンジ間については、中京圏における高速道路料金の見直し

にあわせ、整備加速のための財源を確保するとともに、早期に開通見通しを公表願います。



一般国道４７５号 東海環状自動車道（高富～大野・神戸、北勢～大安）に係る関係自治体等の主な意見

［中日本高速道路株式会社］

意向確認のありました東海環状自動車道高富ＩＣ～大野・神戸ＩＣ及び北勢ＩＣ～大安ＩＣの有料事業と直轄

事業区分の見直し並びに土岐ＪＣＴ～美濃加茂ＩＣ付近の付加車線設置事業につきましては、中京都市圏の

高速道路ネットワークの整備加速に資するものであり、当社として積極的に取り組んでまいります。事業実

施に際しては、関係機関と連携の上、当社の経営資源を活用し、早期供用を目指してまいります。

高速道路会社の意向

４－４



大
和
北
道
路

奈良北IC
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凡 例

阪神高速道路（既設）

高速道路（既設）

高速道路（事業中）

ＮＥＸＣＯ西日本（既設）

ＮＥＸＣＯ西日本（事業中）

阪神高速道路（事業中）

奈良IC

郡山下ツ道JCT

H30新規
候補箇所

事業中
区間

一般国道２４号 大和北道路（奈良北ＩＣ～郡山下ツ道ＪＣＴ） ［有料道路事業の導入］

（有料道路事業の導入）

注) IC、JCT名称には仮称を含む

５－１

6.1km

6.3km



舗装・設備工事

上記以外

一般国道２４号 大和北道路（奈良北～郡山下ツ道）に係る有料道路事業の導入及び施行区分（案）

西名阪道
大和御所道路

京奈道路

郡山下ツ道JCT奈良北

12.4ｋｍ

シールドトンネル部

有料道路事業
（西日本高速会社）

＜施工区分図＞

公共事業

6.3ｋｍ6.1ｋｍ

奈良

約１，１７０億円

（全体事業費 約２，９００億円）

５－２

○ 利用者負担と税負担の組み合わせにより、対応する。

○ 料金水準は、大都市近郊区間の水準を基本とする対距離制とするが、

トンネル区間の奈良北IC～奈良ICについては、追加的な料金設定（+100円）を行う※。

注) IC、JCT名称には仮称を含む※奈良北IC～奈良IC間を利用する場合に（250＋29.52×L）×1.08で算出（普通車）



一般国道２４号 大和北道路（奈良北～郡山下ツ道）に係る
有料道路事業主体について（案）

○ 大和北道路について、

①接続する一般国道２４号 京奈道路及び西名阪自動車道は西日本高速道路株式会社が管理しており、

一体となって効率的な維持管理が可能であること

②西日本高速道路株式会社が当該区間に有料投資を行う意向があること

以上から、西日本高速道路株式会社を有料事業主体とする。

［西日本高速道路株式会社］

ご照会のありました一般国道２４号（京奈和自動車道）大和北道路（奈良北～郡山下ツ道）の事業につきましては、近畿圏

の道路ネットワークにおけるミッシングリンクの解消という重要な役割を担っています。

また、弊社が管理している京奈道路等と一体となって機能し、かつ効率的な管理が可能となることから、弊社が当該区間に

有料投資を行い実施する意向です。

当該事業の実施に当たりましては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用することにより、

効率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

高速道路会社の意向

５－３



一般国道２４号 大和北道路（奈良北～郡山下ツ道）に係る関係自治体の主な意見

［奈良県の意見］

一般国道２４号京奈和自動車道大和北道路の直轄事業と有料道路事業との合併施行について、同意いたします。

本県では、本格的な少子高齢社会を迎え、県政の最重要課題である「産業構造の改革」に向けて、企業誘致や観光振興

に全力で取り組んでおり、京奈和自動車道をはじめとする高速道路ネットワークは県民の生活や経済活動、地域間交流な

どに欠くことのできない重要な社会インフラであり、重点的な取組を推進しております。

本事業は京都・奈良・和歌山を結ぶ、高速道路ネットワークを形成するもので、関西経済を活性化させる重要な道路です。

このため、確実な早期整備の観点から、直轄道路事業予算の確保とともに、事業費が多額となるトンネル区間については、

追加的な料金設定を行うこと等により、有料道路事業費を相当程度拡大して頂きますようお願いいたします。

本県では大和北道路のアクセス道路となる（都）西九条佐保線を同時に整備する等、事業の効率化、コスト縮減への協力

を行います。今後、大和北道路整備事業を進めるにあたっては、事業進捗に影響を及ぼす可能性のある埋蔵文化財調査

等に協力し、円滑に事業が進められるよう地元自治体が一体となって取り組んでいくこととしております。

［京都府の意見］

一般国道２４号（京奈和自動車道）大和北道路事業に有料道路事業を導入することについて、同意いたします。

京奈和自動車道は、世界遺産等の観光資源や関西文化学術研究都市等の地域資源を結ぶ重要な道路であるとともに、

京都府内の高速道路ネットワークとあわせ、京都・奈良・和歌山をつなぐ新たな近畿の南北軸が形成されることから、京都

府を含む近畿全体で大きな効果が見込まれ人・モノの交流の促進が期待されます。

ついては、大和北道路に有料道路事業を活用し、整備の促進及び早期の事業完成をお願いいたします。

なお、事業実施にあたっては、円滑な交通処理や沿道環境に配慮することとあわせ、コスト縮減にも努めていただきますよ

うよろしくお願いいたします。

５－４



一般国道２号神戸西バイパス（永井谷ＪＣＴ～石ヶ谷ＪＣＴ）[有料道路事業の導入]

※この他に、明石SA周辺の渋滞対策を実施する。

注）IC、JCT名称には仮称を含む

垂水PA

前開PA

白川PA

名谷PA

明石SA

第二神明道路の
主要渋滞箇所

×

×
×

× ××

６－１

■標準横断図（土工部）

■標準横断図（橋梁部）

今回対象区間

（有料道路事業の導入）



一般国道２号 神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）に係る有料投資額及び施工区分（案）

○神戸西バイパスの整備については、これまで、直轄事業で行ってきたところであるが、第二神明道路と

一体的な料金体系を導入し、 残りの事業は有料道路事業者が実施することとする。（一般部を除く）

○料金水準は、大都市近郊区間の水準を基本とする対距離制とするが、激変緩和として、当面、現行の

高速自動車国道の普通区間を目安に設定

＜施工区分図【専用部】＞

舗装・設備工事

上記以外

第二神明道路

6.9km

石ヶ谷JCT 平野 永井谷

2.3km 2.8km 0.9km

第二神明道路
（北線）

永井谷JCT

0.9km

櫨谷

公共事業

有料道路事業
（西日本高速会社）

約４００億円

（専用部に必要な事業費 約５６０億円）
※一般部を含むと 約８００億円

６－２

※第二神明道路（北線を含む）の明石西ＩＣから須磨ＩＣの各ＩＣにＥＴＣ無線通信アンテナを設置し、２０１８（Ｈ３０）年度内に、新たな料金体系
に移行する。

※大蔵谷ＩＣ、伊川谷ＩＣ等に２０２０（Ｈ３２）年を目途に、順次料金所を設置する。

注) IC、JCT名称には仮称を含む



一般国道２号 神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）に係る
有料道路事業主体について（案）

［西日本高速道路株式会社］

ご照会のありました一般国道２号 神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）の事業につきましては、近畿圏の道路

ネットワークにおける主要渋滞箇所の解消という重要な役割を担っています。

また、弊社が管理している第二神明等と一体となって機能し、かつ効率的な管理が可能となることから、全

国路線網の機能強化を図るため、弊社が当該区間に有料投資を行い実施する意向です。

当該事業の実施に当たりましては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用す

ることにより、効率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

高速道路会社の意向

○ 神戸西バイパスについて、

①接続する第二神明道路は西日本高速道路株式会社が管理しており、一体となって効率的な維持管理が

可能であること

②西日本高速道路株式会社が当該区間に有料投資を行う意向があること

以上から、西日本高速道路株式会社を有料事業主体とする。

６－３



一般国道２号 神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）に係る関係自治体の主な意見

［兵庫県の意見］

神戸西バイパスについて、直轄事業とあわせて有料道路事業で実施することが適当と考えます。

神戸西バイパスは、第二神明道路の交通混雑緩和や周辺道路の沿道環境を改善するとともに、災害時における緊急輸送

道路の役割を担い、さらに将来的には、大阪湾岸道路西伸部や播磨臨海地域道路と一体となって、臨海部に集積する産

業・物流拠点の連携を強化する重要な基幹道路です。

このため、有料道路事業の活用により整備を促進し、早期供用が図られることを期待します。

また、本県においても、神戸市と連携した埋蔵文化財調査の推進体制を整え、用地買収についても事業者に協力するなど、

整備促進に向け積極的な協力・支援を行います。今後とも、緊密な事業調整の程よろしくお願いいたします。

［神戸市の意見］

一般国道２号神戸西バイパスを国の直轄事業とあわせて、有料道路事業で実施することにつきましては、同意いたします。

神戸西バイパスは、第二神明道路や国道２号の慢性的な渋滞を解消し、周辺道路における沿道環境の改善、大阪湾岸道

路西伸部と一体となることによる神戸市西部から神戸・大阪都心部へのアクセス性向上、製造業が盛んな播磨臨海地域と

国際戦略港湾・阪神港を結ぶ物流の機能強化、さらには災害時等における代替性の確保など、神戸さらには関西全体の発

展に寄与する重要な道路です。

このため、有料道路事業の活用により整備を促進していただきますようお願いいたします。

また、今後事業を円滑に進めるにあたり、本市としても、用地買収及びこれに伴う地籍調査について事業者に協力し、あわ

せて埋蔵文化財調査についても兵庫県と連携して進めていきますので、引き続き緊密な事業調整を行っていただきますよう

お願いいたします。
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② ４車線化関係（再評価）

１）一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道
（久喜白岡ＪＣＴ～大栄JCT）

・・・・・・・・・・・・・・・・・７－１

２）一般国道４９７号 西九州自動車道
（佐々ＩＣ～佐世保大塔ＩＣ）
※佐々ＩＣ～佐世保中央ＩＣは有料道路事業の新規導入

・・・・・・・・・・・・・・・・・８－１

３）一般国道１０号 隼人道路
（隼人東ＩＣ～加治木ＪＣＴ・ＩＣ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・９－１
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成田空港

久喜白岡JCT

央 環

高谷JCT

常
磐道

海老名JCT

状

大栄JCT

IC

菖蒲

白岡

IC

中

桶川

北本

藤沢IC

三郷南IC

速

新東名

圏

央

道

境古河IC

IC

茅ヶ崎
JCT

大井
ＪＣＴ

大橋ＪＣＴ

第

岸

状

八王子JCT

JCT
つくば

相模原
愛川IC

高尾山IC

稲敷IC

神崎IC

東
京

湾

東

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例

○ ○ ○ ○ ○ ○

つくば
中央

久喜白岡～大栄 ９２．２km

今回対象区間

（車線数の増（４車線化））

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～大栄JCT） ［車線数の増（４車線化）］

注) IC、JCT名称には仮称を含む７－１

鶴ヶ島JCT



・暫定2車線区間（久喜白岡JCT～大栄JCT）で

は、交通事故起因の通行規制のうち通行

止めが38％。

・暫定2車線区間（久喜白岡JCT～つくばJCT）

の交通事故起因による通行止め件数は、

隣接する4車線区間（鶴ヶ島JCT～久喜白岡

JCT）の約6倍。

・そのため、4車線区間より交通機能の停止リ

スクが高くなっている。

３．整備効果

B/C EIRR※1 総費用※2 総便益※2

１．２

（１．８）

５．２%

（７．１%）

３，６４４億円

（１６,１４０億円）

４，２２６億円

（２９,７３７億円）

注）上段の値は残事業を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業全体を
対象とした費用便益分析結果

※１：EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（H29年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会
的割引率：４％）

・交通の円滑化や通行止めリスクの軽減による物流の効率化に即応し、企業立地が更に促進。
・交通事故による全面通行止めリスクの低減に伴い、観光としての利便性が定着。インバウンド観光の増加に期待。

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～大栄ＪＣＴ） ４車線化に係る評価について
く き しらおか たいえい

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

・東北道との接続部周辺では、久喜白岡JCT～幸手IC（内回り）の4車線から2車線への絞り込み

部において、平日夕方のピーク時（16時～18時台）に旅行速度30km/h以下となり、慢性的な

渋滞が発生。

・特に、17時台には旅行速度23.9km/hと著しく速度が低下しており、ネットワーク効果が十分発

揮されていない。

①放射方向の高速道路とのＪＣＴ周辺で慢性的な渋滞が発生

②交通事故起因の通行止めに伴う交通機能の停止１．事業概要

乗用車 小型貨物 普通貨物

約9,400台/日
～約21,300台/日

約2,500台/日
～約6,300台/日

約9,100台/日
～約21,100台/日

２．道路交通上の課題

図４ 交通事故起因の通行止め件数と時間

※ 通行規制、通行止め出典：NEXCO東日本イベントデータ広域情報(交通規制) 
（H29.2.27～H30.1.31）

※ 通行規制件数については、上下線それぞれで発生した通行規制件数の合計を計上。
上下線を同時に通行規制した場合は１件として計上。 図３ 交通事故起因

による通行規制の内訳

※ 旅行速度出典 ：ETC2.0（H29.3.1～H30.1.31の平日の平均旅行速度）
図２ 圏央道の渋滞状況 ※  渋滞回数の定義：時速35km以下で低速走行あるいは停止発進を繰り

返す車列が1km以上かつ15分以上継続した状態に
おける回数(速報値）

※ 対象期間：H29.3.1～H30.1.31（平日）

4車線から2車線
への絞り込み

絞り込み部
の状況

凡 例

開通済区間

２車線区間
４車線区間
６車線区間

効果１ 企業立地の活発化 ［◎］
・圏央道沿線では、平成21年から平成26年の５年間で大型物
流施設等が約９０件増加し、従業員者数が約９，０００人増加。

・交通の円滑化や通行止めリスクの軽減による物流の効率化
などにより、更なる新規立地が促進。

効果２ 地域経済の活性化 ［◎］

○久喜白岡JCT～成田空港の所要時間

【現況】86分 ⇒ 【整備後(4車線化後)】69分
（17分短縮）

効果３ 観光ルートのリスク低減による
観光入込客数の増加 ［◎］

図５ 圏央道沿線における整備効果

○インバウンド観光の推進

外国人観光客数:H33目標 100万人（埼玉県）
外国人観光客数:H32目標 72万人（茨城県）

・圏央道沿線では、平成21年度から平成26年度の５年間で
法人住民税が約１５０億円、固定資産税（家屋）が約６０億円
増加。

・企業立地の促進や従業員数の増加に伴い、地域経済が
更に活性化。

・交通事故による全面通行止めリスクの低減に伴い、高速
バス等による観光としての利便性が定着

・成田空港からのインバウンド観光の増加に期待

出典：埼玉県5か年計画 平成29年度－平成33年度（H29.7）
茨城県観光振興基本計画（H28.3）

15件

（38%）

22件

（55%）

2件

（5%）

1件

（3%）

3件

（6%）

46件

（94%）

4車線区間（鶴ヶ島JCT～久喜白岡JCT）

暫定2車線区間（久喜白岡JCT～大栄JCT）

通行止

車線規制

交互通行

その他

49件内訳

40件内訳

約７倍

・起終点 ：埼玉県久喜市下早見

～千葉県成田市吉岡

・延長等 ：９２．２ｋｍ

久喜白岡JCT～大栄JCT：

第1種2級、4車線、設計速度100km/h

・全体事業費 ： 約３，８２０億円

・計画交通量 ： 約２１，０００台/日

～約４８，７００台/日
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く き しもはやみ

図１ 広域図

図１ 事業位置図

首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡JCT～大栄JCT）
く き し ら お か たいえい
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７－２



久喜白岡JCT

幸手

五霞

境古河

坂東

常総
つくば中央

つくば牛久

牛久阿見
阿見東 稲敷

稲敷東

神崎

下総

大栄JCT

0m

20m

40m

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～大栄ＪＣＴ）の４車線化について
くきしらおか たいえい

全体評価 ： 久喜白岡JCT～大栄JCTの全線にわたり、速度低下が発生している状況から、４車線化が必要

出典：地理院地図

交通量
（台/日）

渋滞（回）

事故（件）

＜交通状況＞
31,700 26,900 19,200 18,300 18,200 18,300 20,600 32,200 26,800 21,900 19,500 17,000 16,100 15,200 15,100

260 10 27 5 13 17 8 15 43 16 53 3 2 0 0
8 1 1 0 2 2 0 1 4 2 3 0 0 0 0

久喜白岡J

縦
断
図

※ ： 速度低下の一因となるサグ

つくば牛久 阿見東 稲敷 稲敷東 神崎 下総 大栄J

牛久阿見

幸手 境古河 坂東 常総五霞 つくば中央

つくばJ

間隔

延長
L=3.2km

L=5.1km
L=9.0km

L=1.5km
L=7.9km

L=1.3km
L=13.0km

L=1.2km
L=9.3km

L=2.0km
L=12.1km

L=1.0km
L=1.6km

L=3.0km
L=3.8km

L=2.3km
L=7.1km

L=2.8km
L=4.1km

L=1.4km

＜付加車線＞ 設置間隔：1.6km～13.0km（平均7.1km）、設置延長：1.0km～5.1km （平均2.2km）

＜道路構造＞
（構
造
の
確
認
）

（
速
度
低
下
）

内回り

外回り

（
付
加
車
線
の
状
況
）

（
中
央
突
破
事
故
）

内回り

外回り

（交
通
の
状
況
）

つくばJCT

７－３

※交通量はH29.2.27～H30.1.31平均、渋滞回数・事故件数はH29.2.27～H30.1.31累計。 （久喜白岡JCT～大栄JCT間全線開通以降で集計）
※事故件数は死傷事故件数。

※中央突破事故は総事故件数で、H29.2.27～H30.1.31累計。 （久喜白岡JCT～大栄JCT間全線開通以降で集計）

※着色箇所は目標サービス水準（速度低下率25％未満）を満たさない箇所



首都圏中央連絡自動車道（92km）

４車線化

舗装・設備工事

橋梁・土工
工事

久喜白岡JCT 大栄JCT

有料道路事業
（東日本高速会社）

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡～大栄）に係る有料投資額及び施行区分（案）

つくばJCT

約３，８２０億円

＜施工区分図＞

２０２２年度（Ｈ３４）から順次供用予定（２０２４年度（Ｈ３６）全線供用）

東北道 東関東道常磐道

７－４

（全体事業費 約３,８２０億円）

○ 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡～大栄）については、財政投融資の活用により、有料道路事業者が実施

し、事業を加速する。

注) IC、JCT名称には仮称を含む



７－５

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～大栄JCT）に係る関係自治体等の主な意見

［埼玉県の意見］

圏央道は、首都圏の交通渋滞緩和や地域活力の向上、災害時の緊急輸送など、多くの役割を担う極めて重要な高規格幹線道路です。これまでの

圏央道の整備により、圏央道の中心に位置する本県の地理的優位性は飛躍的に向上し、圏央道沿線地域を中心に多くの企業が本県への立地を進

めるなど大きなストック効果が現れております。一方で、久喜白岡ジャンクション以東は暫定2車線であることから、安全性や速達性などの面で課題が

あり、圏央道を活かした更なる地域活力の向上には4車線化が不可欠と考えております。また、首都直下型地震などの大規模災害発生時の輸送路

のリダンダンシー確保の観点からも一日も早い4車線化が必要です。

つきましては、本県としても、財政投融資の活用により圏央道（久喜白岡～大栄）の4車線化が早期に実現することを強く要望いたします。

［茨城県の意見］

圏央道は，沿線地域の活性化はもとより，国内立地企業の国際競争力強化を図るうえで必要不可欠な基幹インフラであるとともに，今後予想され

る首都直下地震の際に緊急輸送道路として大きな役割を担う大変重要な道路である。

昨年２月に本県区間が全線開通したことで，県内への企業誘致や観光誘客，港湾・空港の利用促進など，様々な分野で本県の発展に大きく寄与し

ているところである。

本県では、かねてから圏央道の早期４車線化整備を要望してきたところであり、今回照会のあった圏央道（久喜白岡から大栄）の車線数の増加に

ついては、強く推進を求める。

県においても，圏央道関連のアクセス道路について，計画的な整備を進めることとしているので，圏央道の４車線化については，２０２２年度から順

次供用し，２０２４年度に全線を供用するという見込みに従い、早期に整備を進めるようお願いする。

［千葉県の意見］

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏全体の交通の円滑化を図り、東京湾アクアラインと一体となって、首都圏の各都市と成田空港など

の拠点間を環状につなぎ、国際競争力の強化や国土強靱化を図るとともに、地方創生と地域経済の活性化を実現していく上で、極めて重要な道路

です。

圏央道（久喜白岡～大栄）の車線数増加については、安全で円滑な交通の確保や防災力の向上を図るため、本県としても、一日も早い４車線化を

要望してきたところであり、強く希望します。

圏央道の全線開通や４車線化に伴う整備効果を県内に波及させるため、来年度の道路ネットワーク事業予算を大幅に増額し、圏央道へのアクセス

道路の整備を強力に推進してまいります。

併せて、圏央道（木更津東～大栄）の早期４車線化及び（仮称）かずさインターチェンジの早期整備についても、特段の御配慮をお願いします。



一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～大栄JCT）
に係る関係自治体等の意見

７－６

［東日本高速道路株式会社］

ご照会のありました圏央道（久喜白岡～大栄）の車線数の増加につきましては、当該道路の整備が、交通

混雑の緩和、円滑な交通流の確保、交通事故の減少等の効果が期待できることから、全国路線網の機能強

化を図るため実施する意向です。

両区間の事業の実施にあたりましては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を

活用することにより、効率的に整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

高速道路会社の意向



（無料）佐々佐世保道路

9km

（有料）佐世保道路

7.8km

一般国道４９７号西九州自動車道（佐々佐世保道路・佐世保道路） ［車線数の増（４車線化）］

今回対象区間

（車線数の増（４車線化））
※佐々佐世保道路は有料道路事業の導入

広域図

注) IC、JCT名称には仮称を含む

８－１



▼ウエストテクノ佐世保への進出企業

A社 新会社設立及び新工場の建設
自動車用無段変速機製造

B社 新工場の建設
シートカバー製造

C社 工場増設のための移転
ドライブレコーダー等の製造

相浦中里ＩＣ

一般国道４９７号 西九州自動車道 佐々佐世保道路・佐世保道路 ４車線化に係る評価について

１．事業概要

２．道路交通上の課題

３．整備効果

・起終点：①長崎県北松浦郡佐々町沖田免～佐世保市矢岳町

②佐世保市矢岳町～佐世保市大塔町

・延長等：①９．０ｋｍ ②７．８ｋｍ

（第１種第３級、４車線、設計速度 ８０ｋｍ/ｈ）

・全体事業費：約８９０億円

・計画交通量：約２８，３００台/日 ～ 約４４，８００台/日

ながさき きたまつうら さ ざ ちょう おき た めん さ せ ぼ や たけ ちょう

さ せ ぼ や たけ ちょう さ せ ぼ だいとうちょう

乗用車類 小型貨物 普通貨物
約24,200台/日

～約37,900台/日
約2,900台/日

～約5,000台/日
約1,200台/日

～約1,900台/日

佐賀県

福岡県

長崎県

①佐々佐世保道路
②佐世保道路

（４車線化）

E35

①佐々佐世保道路

延長9.0km

②佐世保道路

延長7.8km

効果2 剛性の高い中央分離帯の設置による中央突破事故の減少 [◎]
・剛性の高い中央分離帯が設置されることにより、安全性が向上。

①交通集中等によるサービス水準の低下

図1 事業位置図

写真1 佐々佐世保道路の渋滞状況

写真2 佐世保道路の渋滞状況

・暫定２車線区間に最大で約３万台の交通量。（図2）
・繁忙期などの交通集中や上り坂、サグ部、合流部等で速度低下がみられ、サービス水準
が低下。（図3、写真1,2）

・対象区間は４車線以上の区間と比較して、死傷事故率は約１．７倍。また、簡易な構造で上下線を
区分しているため、中央帯を突破する事故が過去４年間に８件発生。（図4、写真3）

②交通事故の多発と反対車線への突破事故の発生

写真3 佐々IC～相浦中里ICの事故状況図4 事故率の比較

反対車線への突破による事故事例
４車線以上
（高速道路）

２車線
（対象区間）

※対象区間：H25年～H28年平均値
４車線以上：高速自動車国道（有料）（H25）

死
傷

事
故

率
（件

/億
台

㌔
）

図2 区間別交通量

図3 繁忙期における速度状況図（下り：年始15時台）

※H28年度の日平均値

佐々IC 相浦中里IC 佐世保中央IC 佐世保大塔IC

交
通

量
（
台

/日
）

0
5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

佐世保みなとIC

19,900

【H26.7.10】
交通事故により、
1時間13分通行止め

相浦中里IC付近

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

４．１９

5.0

6.0

7.0

8.0

７．３２

死傷事故率は
約１．７倍

全区間で

多い交通量
29,100 29,400

効果１ 渋滞解消による物流効率化と企業立地促進 [◎]
・４車線化に伴う交通容量の拡大により定時性が向上し、物流の効率化や企業立地が更に促進。

【定時性】 現 況：佐々ＩＣから佐世保大塔ＩＣに向かい約１３分の遅れ
→ 整備後：遅れ無し

・過去３年間（H26～H28）で約５３０時間※

の通行止めが発生。（図5）
・うち、約５割は夜間工事による通行止め。
・対象区間は暫定２車線の整備のため、

工事等を実施の際は、夜間上下線通行
止めを実施。

③夜間工事による通行止めの発生

図5 対象区間の通行止め実績
（H26～H28）

夜間工事
26回

260.3時間

気象
10回

258.8時間

43回
528.6時間

事故
7回

9.5時間

写真4 夜間工事の状況

20,500

佐世保大塔IC～佐世保みなとIC

佐世保市

相浦
中里IC

佐々IC

佐世保
中央IC

H25完成
佐々町

佐賀県

長崎県

有田町

波佐見町

S55完成

H10完成

佐世保
みなとIC

佐世保
大塔IC

西九州自動車道

ｳｴｽﾄﾃｸﾉ
佐世保

（工業団地）

福
岡
方
面

：工業団地

にしきゅうしゅう さ ざ さ せ ぼ さ せ ぼ

効果3 地域経済、地域社会を支える道路ネットワークの信頼性の向上 [◎] 
・工事による通行止め時間が減少。

【通行止め時間（H26～H28）】 現況 約２６０時間 → 整備後 ０時間

B/C EIRR※1 総費用※2 総便益※2

1.5

（2.7）

6.1%

（8.4%）

662億円

（4,188億円）
963億円

（11,266億円）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は残事業を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業全体を対象とした費用便益分析結果

※１：EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（H29年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※プローブデータ
（H29.1.2～1.3平均）
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走
行

速
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（
km

/
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）

規制速度70km/h

40km/h未満 40-60km/h 60-80km/h 80km/h以上

進行方向

※通行止め時間は、上下線それぞれの通行止め時間の累計

８－２



８－３

＜交通状況＞

一般国道４９７号（西九州自動車道（佐々佐世保道路・佐世保道路））４車線化について
さ ざ さ せ ぼ

全体評価 ： 佐々IC～佐世保大塔ICにおいて、著しい速度低下が発生している状況から、４車線化が必要

さ せ ぼ

19,800 28,900 22,400 29,200 10,800 10,300 10,400

745 424 0 245 0 0 0

11 12 3 10 4 2 1

（
交
通
の
状
況
）

（
構
造
の
確
認
）

（
付
加
車
線
の
状
況
）

（
速
度
低
下
）
（
中
央
突
破
事
故
）

※交通量は過去３ヶ年（ H26年～H28年）平均（但し、佐世保中央～佐々はＨ27.10～H28.12の平均）。
渋滞回数・事故件数は過去３ヶ年（H26年～H28年）累計（渋滞回数について佐世保中央～佐々は交通集中以外も含まれる）。

※事故件数は死傷事故件数。

下り

上り

渋滞（回）

事故（件）

交通量
（台/日）

佐々IC

相浦中里IC

佐世保中央IC

佐世保大塔IC

佐世保三川内IC

武雄南IC
波佐見有田IC佐世保みなとIC

延長
間隔

L=4.1㎞
L=4.0㎞ L=5.0㎞ L=2.9㎞ L=4.9㎞ L=3.1㎞

L=0.7㎞
L=3.3㎞

L=0.7㎞L=0.7㎞
L=2.4㎞

L=1.9㎞
L=3.8㎞

L=0.7㎞

＜付加車線＞設置間隔：2.4㎞～19.9㎞（平均7.4㎞）、設置延長：0.7㎞～4.8㎞（平均2.2㎞）

＜道路構造＞

0m

100m

（
縦
断
図
）

武雄南波佐見有田佐世保三川内佐世保
大塔

佐世保
みなと

佐世保
中央

相浦中里佐々

※着色箇所は目標サービス水準（速度低下率25％未満）を満たさない箇所

下り

上り

※中央突破事故は総事故件数で、過去3ヶ年（H26年～H28年）累計。

※ ：速度低下の一因となるサグ

× ×

×

×

×× ×



一般国道４９７号西九州自動車道(佐々 佐世保道路・佐世保道路)に係る有料道路事業の導入及び施行区分（案）

佐々佐世保道路（9km)
無料区間 ⇒ 有料区間

佐世保道路（8km）
有料区間

４車線化

舗装・設備工事

橋梁・土工
トンネル工事

佐々 相浦中里 佐世保中央 佐世保大塔

有料道路事業
（西日本高速会社）

佐世保みなと

約８９０億円

＜施工区分図＞ ２０２４年度（Ｈ３６）から順次供用予定（２０２７年度（Ｈ３９）全線供用）

本線料金所

※佐々ＩＣ～佐世保中央ＩＣについては地域の意向を踏まえ、既存の料金所を活用してETCにより効率的に料金を徴収することとする。
料金水準は高速自動車国道（普通区間）並とし、車種区分は全国路線網と同一の５車種とする。

（普通車（ETC利用の場合）：佐々IC～佐世保中央が220円、西九州道全線利用（佐々IC～武雄南IC）で1,200円）
※佐々ＩＣから佐世保みなとＩＣの各ＩＣにＥＴＣ無線通信アンテナを設置し、事業の進捗を踏まえ、料金の徴収を開始する。

※

８－４

（全体事業費 約８９０億円）

○ 西九州自動車道（佐々～佐世保大塔）については、財政投融資の活用により、有料道路事業者が実施し、事

業を加速する。

注) IC、JCT名称には仮称を含む



一般国道４９７号(西九州自動車道(佐々 佐世保道路））に係る
有料道路事業主体について（案）

○ 佐々佐世保道路について、

①接続する一般国道４９７号 西九州自動車道（佐世保道路）は西日本高速道路株式会社が管理しており、

一体となって効率的な維持管理が可能であること

②西日本高速道路株式会社が当該区間に有料投資を行う意向があること

以上から、西日本高速道路株式会社を有料事業主体とする。

［西日本高速道路株式会社］

ご照会のありました一般国道４９７号 西九州自動車道（佐々～佐世保大塔）の事業につきましては、九州の道路ネットワー

クにおける重要な役割を担っています。

また、弊社が管理している佐世保道路等と一体となって機能し、かつ効率的な管理が可能となることから、全国路線網の機

能強化を図るため、弊社が当該区間に有料投資を行い実施する意向です。

当該事業の実施に当たりましては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用することにより、効率

的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

高速道路会社の意向

８－５



一般国道４９７号(西九州自動車道(佐々 佐世保道路・佐世保道路))に係る関係自治体の主な意見

［長崎県の意見］

一般国道４９７号西九州自動車道佐々佐世保道路・佐世保道路の４車線化及び佐々佐世保道路の有料道路事業の導入

について同意します。

西九州自動車道は、九州西北部の主要都市間の連携強化・一体化を促し、地域経済の発展、活性化に寄与する道路であ

り、特に長崎県北地域においては、農水産物等の輸送コストの削減、工業団地への企業進出に伴う新たな雇用の拡大、

福岡方面からのアクセス時間の短縮に伴う観光客の増加が期待されます。

このような中、暫定２車線で供用されている佐々ＩＣから武雄南ＩＣ間のうち、とりわけ市街地を通過する佐々ＩＣから佐世保

大塔ＩＣ間は、２車線の交通容量を大幅に上回る交通量があることに加え、ほかの区間と比較して事故の発生割合が非常に

高いことから、企業立地や観光振興などの地方創生に関する取り組みにおいて、解決すべき課題となっております。

本県としましても、課題解決のため、西九州自動車道の佐々ＩＣから佐世保大塔ＩＣ間の１日も早い４車線化を強く望んでい

るところであります。

ついては、佐々ＩＣ～佐世保大塔ＩＣには有料区間と無料区間が混在していることから、無料区間である佐々ＩＣ～佐世保中

央ＩＣへの有料道路事業の導入により、有料区間と一体となった全区間の４車線化の早期事業化のうえ、早急に事業に着手

していただきますようお願いいたします。

なお、有料化に伴う料金は日常生活に大きな影響を及ぼさないよう、ご配慮賜りますようお願いいたします。

８－６



一般国道１０号隼人道路（隼人東ＩＣ～加治木ＪＣＴ・ＩＣ） ［車線数の増（４車線化）］

広域図

鹿児島県

熊本県

宮崎県

加治木JCT

隼人東
隼人西

末吉財部

国分

今回対象区間

（車線数の増（４車線化））

隼人道路（隼人東～加治木） ７．３km

注) IC、JCT名称には仮称を含む９－１



隼人西ＩＣ

隼人東ＩＣ

加治木ＩＣ

宮崎県

鹿児島県

隼人道路

（４車線化）

一般国道１０号 隼人道路 ４車線化に係る評価について
は や と

１．事業概要

２．道路交通上の課題

３．整備効果

・起終点：鹿児島県霧島市隼人町住吉～姶良市加治木町反土

・延長等：７．３ｋｍ

（第１種第３級、４車線、設計速度 ８０ｋｍ/ｈ）

・全体事業費：約２５０億円

・計画交通量：約１２，１００台/日

か ご しま きしりま はや と ちょうすみよし あい ら か じ き ちょう たん ど

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約8,100台/日 約1,500台/日 約2,500台/日

効果3 地域経済、地域社会を支える道路ネットワークの信頼性の向上 [◎] 
・工事による通行止め時間が減少。

【通行止め時間（H26～H28）】 現況 約３２４時間 → 整備後 ０時間
・平成１８年７月豪雨による並行国道の通行止め時には、代替路として機能し、隼人道路の交通
量は平常時と比べて最大で約３倍に増加。

効果2 剛性の高い中央分離帯の設置による中央突破事故の減少 [◎]
・剛性の高い中央分離帯が設置されることにより、安全性が向上。

・対象区間は暫定２車線の整備のため、簡易な構造
で上下線を区分。

・中央帯を突破する事故が過去４年間（H25～H28）で
３件発生。（写真3）

②反対車線への突破事故の発生

・暫定２車線区間に最大で約２万台の交通量。（図2）
・繁忙期などの交通集中や上り坂、サグ部、合流部等で速度低下がみられ、サービス水準
が低下。（図3、写真1,2）

①交通集中等によるサービス水準の低下

図1 事業位置図

写真1 隼人西IC～加治木ICの渋滞状況
図2 区間別交通量

図3 繁忙期における速度状況図（下り：年始18時台） 写真2 隼人東IC～隼人西ICの渋滞状況

鹿児島県

E78

E3

E3

隼人道路

延長7.3km

※H28年度の日平均値(NEXCO調べ)

加治木JCT 加治木IC 隼人西IC 隼人東IC

交
通

量
（
台

/日
）

0

5,000

10,000

15,000

20,000
16,200

・過去３年間（H26～H28）で約５５０時間※の通行止め
が発生。（図4）

・うち、約６割は夜間工事による通行止め。
・対象区間は暫定２車線の整備のため、工事等を実

施の際は、夜間上下線通行止めを実施。

③夜間工事による通行止めの発生

全区間で

多い交通量18,600
14,600

図4 対象区間の通行止め実績（H26～H28）

夜間工事
36回

324.0時間

気象
10回

226.5時間
46回

550.5時間

写真3 反対車線への突破による事故事例

【H26.5.20】 隼人西IC～加治木IC

効果１ 物流効率化による生産性の向上 [◎]

※プローブデータ
（H29.1.2～1.3平均）

B/C EIRR※1 総費用※2 総便益※2

1.9

（3.4）

8.3%

（12.1%）

191億円

（1,011億円）
362億円

（3,409億円）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は残事業を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業全体を対象とした費用便益分析結果

※１：EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（H29年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

・当該道路の周辺には、金属製品を製造す
る企業が多く立地し、霧島市の金属製品の
製造品出荷額は鹿児島県全体の約２割を
占め、近年増加傾向にある。（図5,6,7）

・当該地域の製造品は、隼人道路や九州自
動車道などを経由して鹿児島港に運搬さ
れており、広域物流ネットワークの定時性、
速達性の向上による、物流効率化に寄与。

図6 霧島市の金属製品
の製造品出荷額の推移 ※工業統計

鹿児島
臨空団地

鹿児島港

隼人道路

図7 隼人道路周辺の主要企業及び工業団地

第２岩坂
工業団地

国分上野原
テクノパーク

主な工場

工業団地

物流ルート

図5 鹿児島県の金属製品
の製造品出荷額 ※H27工業統計

霧島市
73億円

15%

その他
192億円

41%

鹿児島市
123億円

26%

薩摩川内市
83億円

18%

鹿児島県
471億円

60 65 73 

0

50

100

H25 H26 H27

（億円）

E3

E78

加治木JCT

走
行

速
度

（
km

/
h
）

規制速度70km/h

隼人西IC 隼人東IC加治木IC

40km/h未満 40-60km/h 60-80km/h 80km/h以上

進行方向

※通行止め時間は、上下線それぞれの通行止め時間の累計

９－２



９－３

加治木IC

隼人西IC

隼人東IC

国分IC

17,700 13,800 9,800

13 1 0

1 1 3

一般国道１０号（隼人道路（隼人東～加治木））４車線化について
か じ きはやとひがし

※交通量は過去3ヶ年（H26年～H28年）平均、渋滞回数・事故件数は過去3ヶ年（H26年～H28年）累計。
※事故件数は死傷事故件数

（
交
通
の
状
況
）

渋滞（回）

事故（件）

交通量
（台/日）

＜交通状況＞

（
構
造
の
確
認
）

（
付
加
車
線
の
状
況
）

（
速
度
低
下
）

（
中
央
突
破
事
故
）

＜付加車線＞設置間隔：8.1㎞、設置延長：0.9㎞

下り

上り

0m

50m

（
縦
断
図
）

国分隼人東隼人西加治木

※着色箇所は目標サービス水準（速度低下率25％未満）を満たさない箇所

下り

上り

※中央突破事故は総事故件数で、過去3ヶ年（H26年～H28年）累計。

×

全体評価 ： 隼人東IC ～加治木JCT・ICにおいて、著しい速度低下が発生している状況から、４車線化が必要

延長

間隔

L=0.9㎞

L=1.9㎞L=2.0㎞L=3.6㎞L=2.5㎞

※ ：速度低下の一因となるサグ

× ×



隼人道路（7km）

４車線化

舗装・設備工事

橋梁・土工
トンネル工事

加治木JCT

有料道路事業
（西日本高速会社）

一般国道１０号隼人道路（隼人東～加治木)に係る有料事業額及び施行区分（案）

隼人西

約２５０億円

＜施工区分図＞

隼人東

２０２２年度（Ｈ３４）から順次供用予定（２０２４年度（Ｈ３６）全線供用）

九州道

９－４

（全体事業費 約２５０億円）

○ 隼人道路（加治木～隼人東）については、財政投融資の活用により、有料道路事業者が実施し、事業を加速

する。

注) IC、JCT名称には仮称を含む



一般国道１０号(隼人道路)に係る関係自治体等の主な意見

［鹿児島県の意見］

「一般国道１ ０ 号隼人道路」の車線数の増加について同意します。

一般国道１ ０ 号隼人道路は，九州縦貫自動車道鹿児島線及び東九州自動車道と接続する高規格幹線道路であり，鹿児

島県内の主要都市間の連携強化・一体化を促し， 地域経済の発展，活性化に寄与する道路です。特に霧島市地域におい

ては，工業団地への企業進出に伴う新たな雇用の拡大が図られ，大隅地域の農水産物の出荷拡大に寄与してきました。

このような中，暫定２ 車線で供用されている東九州自動車道鹿屋串良Ｊ ＣＴ から隼人道路加治木Ｊ Ｃ Ｔ ・Ｉ Ｃ 間のうち，隼

人東Ｉ Ｃ から加治木Ｊ Ｃ Ｔ ・Ｉ Ｃ 間は，２ 車線の交通容量を大幅に上回る交通量があることに加え，繁忙期を中心とした交通

渋滞や高速道路の維持補修工事に伴う夜間通行止めが発生しており，産業振興の支障となっております。

本県としましても，課題解決のため，一般国道１ ０ 号隼人道路の１ 日も早い４ 車線化を強く望んでいるところであり，早急

に事業に着手していただきますようお願いいたします。

なお，各インターへのアクセス道路等については，円滑な交通処理を行うため，隼人道路の４ 車線化による交通状況の変

化を見越して，必要となる交通安全対策や渋滞対策等を進めることとします。

［西日本高速道路株式会社］

ご照会のありました一般国道１０号 隼人道路（加治木～隼人東）の事業につきましては、交通混雑の緩和、交通事故の減

少が期待できる事業であることから、全国路線網の機能強化を図るため、弊社が有料道路事業で実施する意向です。

当該事業の実施に当たりましては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用することにより、効

率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

高速道路会社の意向

９－５


